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研究発表⑨		

電子キーボードによる音楽活動と健康増進に関する一考察	
	

和智正忠（医学・音楽研究家）	
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人が音楽活動するとき、脳、神経およびそれに

つながる器官を通じて人体がどのように反応す

るか概観し、電子キーボードの音楽活動が高齢者

の健康増進に寄与できる可能性を述べた。 
	 「音楽が脳の活性化に 適である事の医学的研究と

リズム実践」として健康リズム「グループドラム」を

説明。 
レジュメの１「音楽と健康」について以下のことに

言及 
・ストレスとストレッサ―について 
・心理的ストレスにうまく対処する事は健康保持にと

って重要 
・神経免疫学によると、脳神経系と内分泌系と免疫系

の 3つが相互に関連 
・「音楽活動」または「音楽を聴く」はストレスを軽減

する。自発的に音楽をする場合、目的達成へのギャ

ップはストレッサ―となるが、途中選択を自分で出
来る課題は快ストレス（達成感等）として受容 

 
レジュメの２「国立長寿医療研究センター、島田裕

之チームによる成果［4］」について以下のように言及 
・軽度認知障害（ＭＣＩ）の人達への、有酸素運動と

同時に脳を賦活する課題実施プログラム結果に基 
づいた、認知症予防プログラム“コグニサイズ”が作成
された。 

 
□	 『ミュージックメイキング』（能動的音楽活動）の	

提唱	

・「タテ線楽譜メソッド」自発的活動と快ストレス	

・「音楽というものは、人間にとって何であるか、何で

人間は音楽をするのか？」	

	

□	 「脳」音楽をする時の関わりとまとめ	

ファシリテーター（進行役）として和智氏が活動を

行っている特別養護老人ホームでの「グループドラム」

では、入所者が週 1回、キューバ・アフリカ・ネイテ
ィブアメリカの曲に合わせて自由にリズムをパーカッ

ション類で打ち、楽しんでいる。 
音楽は健康とどのように関わっているのかについて、

免疫学・心理的ストレス（心理学）・音楽と脳・音楽と

運動と脳、それぞれの相互関係、それぞれの相互作用

の説明があった。 
 
神経免疫学 
 
東洋では病は気からと言う言葉があるが、 

西洋では	 	 	 	 	 脳神経系 
 
 
	 	 	 	 内分泌系	 	 	 	 	 	 	 免疫系 
	 	 	 	 	 	 	 この 3つが情報交換と反応を起こす。 
 
現代は自然環境や社会環境の急激な変化によって、

様々な心理的ストレスに晒されている。 
免疫バランスが崩れ免疫力が落ちると、感染性病原体

への抵抗力が低下する、又、免疫が亢進しすぎると、

アレルギーや自己免疫疾患を引き起こす。 
 
ストレッサ―は外力凸、ストレスは応力凹の関係に

あり、ストレッサ―があった時にそれを受け止める（ス
トレス）か？それを受け流すか？で反応は変わる。 
ストレスには“快ストレス”と“不快ストレス”が有り、
「達成等の快ストレスがないと、人間は生きて行けな

い、ストレスゼロでは生きられない」 
快ストレスは免疫学的にも良い結果をもたらす。 

 
「音楽をすること（演奏や歌唱）は、頭と身体を動か

さねばならない。『ミュージックメイキング』を通して、

ＭＣＩの認知障害の進行を、遅らせる事が出来るので

はないか？」を、氏はこれからの、調査並び研究課題

として挙げた。 
 
電子キーボードは、誰でも簡単に好みの音色を選ん

で演奏を楽しむ事が出来るので、高齢者にとって、馴

染みやすいと思われる。又、「タテ線メソッド」は受講

者の自発的音楽活動であり、受講者がギャップを乗り

越えようとする意欲、快ストレスを感じている。タテ

線譜との出会いが、その様な『ミュージックメイキン

グ』の、機会を沢山の人々に与え、愉快や楽しいと共

に人生の質を高めている。もっと内面的に見ると、健

康増進に役立っている。「タテ線メソッド」、そして更

なる発展は、社会に大きなインパクトを与え、更なる

広がりをみせる可能性を、秘めている。 
電子キーボードの特性にタテ線メソッドの特性を加

える事によって、より広い高齢者を対象とすることが

出来、有酸素運動の要素も意識して取り入れる事によ

り、ＭＣＩの認知障害を遅らせる効果を持つ、より汎

用性の高い演奏プログラムを開発出来るかも知れない。

と述べた。 
金銅氏（松本歯科大学）、小幡氏（電気通信大学）ほか

から Q & Aがあった。




